
（第１号様式）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受付番号　　　　　　　　
第３回

京都市「空き家活用×まちづくり」モデル・プロジェクト
応募書類
	提案部門
	特定（留学生おこしやす部門・中山間地域の魅力発信部門・京都ならではの地域と調和した宿泊施設部門）・自由

	プロジェクト名

（２５字まで）
	

	活用を提案する

エリア
	

	補助予定額
	


	応募団体名
（２５字まで）
	


（第２号様式）
　応募団体について
	(1)　応募団体名
	フリガナ

名称
	

	
	HP
	

	(2) 代表者氏名
	フリガナ

氏名
	

	(3) 連絡責任者

氏名・連絡先
	フリガナ

氏名
	

	
	住所
	〒



	
	電話番号
	

	
	FAX番号
	

	
	Eﾒｰﾙ
	

	(4) モデル・プロジェクトに携わるメンバー (氏名記入は代表者も含み10名まで)

※メンバーの氏名は必ず本人の了解を取った上で掲載してください。

	No.
	氏名
	年代
	団体名・職種
	モデル・プロジェクトにおける役割や関わり方

例）近隣住民，物件所有者，専門家等

	①
	(代表者)


	
	
	

	②
	
	
	
	

	③
	
	
	
	

	④
	
	
	
	

	⑤
	
	
	
	

	⑥
	
	
	
	

	⑦
	
	
	
	

	⑧
	
	
	
	

	⑨
	
	
	
	

	⑩
	
	
	
	

	合計 　　　名

	(5) 団体設立の経緯と今までの活動実績
　設立年・経緯，目的，活動履歴（記載が可能な場合のみ），現在の会員数などを記入してください。
※下欄に記した以外に団体の実績に関わる資料を提出したい場合は，別途添付してください。

	


（第４－１号様式）　　
活用する空き家の概要書（表紙）
	モデル・プロジェクトで活用する空き家の所在地一覧

	空き家番号
	所在地

	１　
	　京都市　　　　区

	２
	　京都市　　　　区

	３
	　京都市　　　　区

	４
	　京都市　　　　区

	５
	　京都市　　　　区

	６
	　京都市　　　　区

	７
	　京都市　　　　区

	８
	　京都市　　　　区

	９
	　京都市　　　　区

	１０
	　京都市　　　　区


（第４－２号様式）　　
活用する空き家の概要書
　
モデル・プロジェクトで活用する空き家ごとに作成してください。

	空き家番号
	　

	所在地
	　　　　　　市　　　　　　　区

	構造・階数
	木造（□在来工法　□伝統工法）・鉄筋コンクリート造・鉄骨造・その他
地上（　　　　）階／地下（　　　　　）階

	建築年
	（明治・大正・昭和・平成）　　　　　年

	空き家となる以前の

建物の用途
	□専用住宅　□兼用住宅　□その他（　　　　　　　）

	住居の形態
	□一戸建ての住宅　□長屋（申請住戸の数　　　戸／全　　　戸）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	延べ面積
	　　　　　　㎡（うち居住部分　　　　　　㎡）
居住部分の面積割合（　　　　　　　　　　％）

	　過去に京都市まち再生空き家活用モデル・プロジェクト補助金交付要綱に基づく補助金の交付を受けていない建築物であり，この要綱に基づく補助金の対象工事と同一の部位に対して国又は地方公共団体から補助を受けて工事を行っていない建築物であること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　はい

	関係権利者の同意
	　申請者は，土地・建物の所有者以外である。

　　　　　　　　　　　　□はい
	⇒
	　各所有者の同意を得ている。

　　　　　　　　　　□はい

	
	　モデル・プロジェクトで活用する予定の空き家は，複数の者の共有に属する。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　□はい
	⇒
	　共有者全員の同意を得ている。

　　　　　　　　　　□はい

	応募部門
	□特定テーマ部門（留学生おこしやす部門　・　中山間地魅力発信部門
　　　　　　　　 京都ならではの地域と調和した宿泊施設部門）

□自由テーマ部門

	活用方法
	
	

	建築関係法令への適合状況
	□活用後の用途が建築基準法第６条第１号の特殊建築物に該当する。

該当する場合は，以下も記入

　□確認申請（□要　□不要）

　　現在の物件の適合状況及び活用用途に応じた適合状況について記入　



	改修工事等の実施予定
	□補助対象となる改修工事を行わず，活用する予定である。

□補助対象となる改修工事を行う予定である。

□補助対象となる什器類を設置する予定である。
□家財の撤去を行う。


（第５号様式）
	モデル・プロジェクトの実現には，建物の所有者との合意形成が必要です。提案内容に対する同意が得られているかどうかの確認として，建物所有者本人から以下の同意確認書への署名を得てください（直筆）。建物所有者が複数名いる場合は，全ての人から署名を得てください。
なお，以下の同意確認書につきましては，京都市で厳重に管理し，一般には公開しません。

	モデル・プロジェクトに対する同意確認書

本応募書類に記載されたモデル・プロジェクトを熟知した上で，以下の１，２に同意していただける場合，【建物所有者　署名欄】に御署名をお願いします。

整備対象となる物件の所有者が，団体や組織である場合，所属団体名や部署名についても御記入ください。

また，同意に際して，特定の条件などある場合は，【特記事項欄】に御記入ください。

１．団体（　　　　　　　　　　　）が提案した整備を行うことに同意します。

２．整備された場所を，団体に対して，整備完了後１０年程度，継続的に利用させることに同意します。

【建物所有者　署名欄】
氏名

所属あるいは住所

【特記事項等】




第６号様式

報告書
（あて先）京都市長　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　と，　　　　　　　　　　　　　　　は，連携してモデル・プロジェクトに取り組みますので，その旨，御報告します。
　　

	１
	連携を図る地域の自治組織名等
	

	２
	自治組織等の代表者名
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者の氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(法人その他の団体にあっては，名称及び代表者名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
（朱肉による印に限る。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話　　　　－　　　　－　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連携を図る地域の自治組織等名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名称及び代表者名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
（朱肉による印に限る。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話　　　　－　　　　－　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連携を図る地域の自治組織等名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名称及び代表者名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
（朱肉による印に限る。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話　　　　－　　　　－　　　　　）
PAGE  

